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Someone

第⑯回

（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

い
り
や
画
廊
役
員
）

▼
ア
ー
ト
を
身
近
に
上
質
に

筆
者
が
大
学
に
入
り
、
習

っ
た
英
語
の
教
科
書
は
、

『
知
恵
の
技
巧
』
（the 

art 

of 
wisdom

）
で
あ
っ
た
。

Art

に
は
知
恵
と
い
う
意
味

も
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
ア
ー

ト
（
芸
術
）
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
も
で
き
る
。
筆
者

は
、
こ
う
し
て
大
学
の
時
か

ら
ア
ー
ト
に
関
心
を
持
っ
て

き
た
が
、
近
年
の
地
域
活
性

化
活
動
に
お
い
て
も
、
ア
ー

ト
は
大
切
で
あ
る
。
文
化
力

で
あ
り
、
ま
た
地
域
力
と
も

な
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ー
ト

に
は
、
そ
う
し
た
効
力
ば
か

り
で
な
く
、
環
境
と
し
て
の

無
為
の
「
ち
か
ら
」
も
あ

る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
ア
ー

ト
と
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
が

出
来
れ
ば
、
そ
れ
が
な
い
場

合
よ
り
も
「
ゆ
た
か
」
な
気

分
に
な
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

ア
ー
ト
は
、
筆
者
が
大
切
に

す
る
「
状
況
」
や
「
で
き
る

状
況
づ
く
り
」
へ
の
重
要
な

テ
ー
マ
と
な
る
。

ア
ー
ト
は
、
こ
の
よ
う
に

幅
広
い
魅
力
を
も
つ
の
で
は

あ
る
が
、
景
気
や
経
済
に
も

影
響
さ
れ
る
。
現
時
の
コ
ロ

ナ
禍
で
ア
ー
ト
は
、
展
示
の

機
会
を
制
限
さ
れ
共
感
の
場

を
失
っ
た
局
面
も
あ
る
が
、

家
庭
や
個
人
的
な
局
面
で
は

救
い
と
な
っ
た
な
ど
、
多
様

な
エ
フ
ェ
ク
ト
を
も
つ
。
今

回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
そ
う
し

た
ア
ー
ト
と
向
き
合
い
、
よ

り
身
近
で
上
質
な
ア
ー
ト
を

つ
く
り
出
そ
う
と
挑
戦
す
る

《
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
》

を
現
職
と
す
る
園
浦
眞
佐
子

氏
に
、ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
。

▼
ア
ー
ト
を
つ
く
る
・

　
ま
も
る
・
つ
な
げ
る

本
コ
ラ
ム
の
第
⑬
回
で
は

建
築
家
・
七
字
祐
介
氏
を
紹

介
し
た
が
、
筆
者
の
園
浦
氏

と
の
出
会
い
は
、
七
字
氏
に

由
来
す
る
。
そ
れ
は
、
七
字

氏
に
勧
め
ら
れ
、
い
ま
か
ら

10
年
ほ
ど
前
に
な
ろ
う
か
、

建
築
美
術
工
芸
協
会
（
Ａ
Ａ

Ｃ
Ａ
）
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ

た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
Ａ
Ａ

Ｃ
Ａ
は
、
そ
の
名
の
よ
う
に

「
建
築
」「
美
術
」「
工
芸
」

の
三
つ
の
分
野
の
方
々
か
ら

な
る
活
動
組
織
で
あ
り
、
建

築
家
や
彫
刻
家
や
陶
芸
家
な

ど
、
こ
う
し
た
分
野
で
創
作

的
な
仕
事
を
し
て
い
る
作
家

の
集
ま
り
で
も
あ
る
。
筆
者

は
、
調
査
研
究
委
員
会
の
中

で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
呑
み
会

で
友
好
と
情
報
を
獲
得
し

た
。
そ
の
中
で
、「
新
制
作

年
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
16
（
京

都
）
／
２
０
０
４
年
、
元
麻

布
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
東
京
・
麻

布
）
／
２
０
０
４
＆
０
５
＆

０
６
年
、
小
野
画
廊
（
東

京
・
京
橋
）
／
２
０
０
７
＆

０
８
年
、
画
廊
る
た
ん
（
東

京
・
銀
座
）
等
が
あ
る
。

ま
た
、《
グ
ル
ー
プ
展
》

と
し
て
は
、
１
９
９
８
＆
２

０
０
２
年
、Caelum Galle

ry

（
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
）
／
２
０
０
５
年
、Ln

tern 
of 

The 
East

（

タ

イ
・
バ
ン
コ
ク
）
／
２
０
０

６
年
、「
ル
タ
ン
選
抜
展
」

画
廊 

る
た
ん
（
東
京
・
銀

座
）
／
２
０
１
１
年
、
新
制

作
協
会
「
新
作
家
賞
展
」
等

が
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
世

界
工
芸COMPETITION

（
金

沢
）
や
、
朝
日
現
代
ク
ラ
フ

ト
展
、
新
制
作
展
で
の
入
選

受
賞
を
果
た
し
、
新
制
作
展

で
は
新
作
家
賞
を
受
賞
。
同

氏
の
作
品
の
う
ち
い
く
つ
か

は
、
個
人
や
公
共
の
場
に

《
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
》
と
し
て

展
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

写
真
に
示
し
た
園
浦
氏
の
作

品
の
題
名
は
、『
大
丈
夫
、

ま
っ
て
い
る
か
ら
』
で
あ

り
、
素
材
は
布
・
ア
ル
ミ
・

木
材
・
ス
テ
ン
レ
ス
で
、
高

さ
が
１
２
０
㌢
㍍
、
直
径
40

～
50
㌢
㍍
と
大
き
い
。

そ
の
後
は
、
ア
ー
ト
に
関

わ
る
実
務
、
運
営
側
に
転

向
、
２
０
１
０
年
に
は
、
ブ

リ
ッ
ジ
ン
グ
ブ
レ
イ
ン
合
同

会
社
の
役
員
、
２
０
１
３
年

か
ら
は
現
職
の
い
り
や
画
廊

で
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を

し
て
い
る
【
註
１
】。
い
り

や
画
廊
は
、
株
式
会
社
ビ
ー

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
が
経
営
し
て

い
る
が
、
そ
の
代
表
は
東
京

芸
大
大
学
院
彫
刻
専
攻
修
了

の
中
村
茂
幸
氏
で
あ
る
。
ア

ー
ト
を
創
造
る
（
つ
く
る
）、

保
守
る
（
ま
も
る
）、
接
点

る
（
つ
な
げ
る
）
を
、
事
業

の
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
中
村
氏
の
関
わ
り

の
深
い
金
属
彫
刻
を
は
じ

め
、
そ
の
他
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
な

ど
の
造
形
物
に
つ
い
て
、
企

画
・
デ
ザ
イ
ン
・
制
作
・
設

置
・
施
工
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
を
カ
バ
ー
す
る
総
合
美

《
個
展
》
と
し
て
の

作
品
展
示
で
は
、
１
９

９
５
年
、
日
本
航
空
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
（
千
葉
・
成
田
）
／

１
９
９
６
年
、
同
和
火

災
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
東

京
・
日
本
橋
）
／
１
９

９
９
＆
２
０
０
０
＆
02

＆
03
年
、Caelum Gal

lery

（
ア
メ
リ
カ
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
／
04

展
」
を
企
画
運

営
す
る
日
高
単

也
氏
な
ど
と
も

知
り
合
っ
た
。

新
制
作
展
と

い
え
ば
今
回
紹

介
す
る
園
浦
氏

も
、
テ
キ
ス
タ

イ
ル
（
織
物
や

布
地
）
作
品
を

出
展
し
受
賞
歴

も
あ
る
。
筆
者
に
と
っ
て

は
、
展
示
作
品
を
観
る
だ
け

で
な
く
、
作
家
や
運
営
側
と

の
関
わ
り
な
ど
、
交
流
と
体

験
を
さ
せ
て
頂
い
た
。
創

る
、
見
せ
る
な
ど
、
美
術
館

や
博
物
館
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
そ
の
後
の
「
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
を
冠
し
た
地
域

活
動
に
直
結
し
て
い
る
。

園
浦
氏
は
作
家
で
あ
り
、

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
あ
る

が
、
そ
の
経
歴
を
示
し
て
お

く
。
同
氏
は
、
父
親
の
海
外

勤
務
の
都
合
で
、
ア
メ
リ
カ

で
高
校
を
卒
業
し
た
あ
と
帰

国
し
、
上
智
大
学
外
国
語
学

部
を
卒
業
後
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
美
術
工
芸
大
学
テ
キ
ス

タ
イ
ル
科
に
転
入
し
、
ク
ロ

ス
素
材
の
作
家
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
デ
ザ
イ
ン
の
本

場
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
て
、
フ

ァ
イ
バ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

イ
バ
ン
・
ブ
ロ
ン
ダ
ム
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
勤
め
た

経
験
も
あ
る
。

ラ
リ
ー
ア
ー
ト
ま

で
の
展
示
の
機
会

を
提
供
し
、
作
家

や
作
品
の
掘
り
起

し
、
ア
ー
ト
の
普

及
に
努
め
て
い

る
。
自
身
が
作
家

で
も
あ
り
、
海
外

と
国
内
に
周
知
の

園
浦
氏
の
チ
ェ
レ

ン
ジ
は
今
後
も
続

き
そ
う
だ
。

【
註
１
】
い
り
や

画
廊

https://www.ga

考

』（

２

０

０

９

年
）
を
ま
と
め
た

【
註
３
】。

園
浦
氏
は
、
海
外

経
験
か
ら
『
パ
ブ
リ

ッ
ク
再
考
』
で
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
東

京
・
六
本
木
の
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
に
お
け
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
比
較
検
討
し
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
は
市
民
が
自

ら
守
り
整
備
す
る
と

都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
の

「
専
門
英
語
」
の
講
師
を
３

年
間
依
頼
し
、
環
境
と
ア
ー

ト
な
ど
に
関
わ
る
新
し
く
＆

実
践
的
な
英
語
会
話
表
現
に

つ
い
て
教
授
し
て
頂
い
た
。

学
生
に
も
好
評
で
あ
っ
た
。

▼
江
戸
＆
東
京
の
地
域
文
化

園
浦
氏
は
、
海
外
経
験
も

あ
る
が
、
活
動
の
場
は
東
京

で
あ
る
。
東
京
は
、
江
戸
と

し
て
の
歴
史
と
文
化
を
継
承

し
、
世
界
に
発
信
す
る
責
務

を
持
つ
。
そ
の
原
点
は
日
本

人
の
暮
ら
し
や
心
の
中
に
生

き
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
江

戸
の
地
域
文
化
を
ア
ー
ト
に

す
る
と
い
う
命
題
が
生
ま
れ

る
。高

層
ビ
ル
化
し
た
東
京
で

は
あ
る
が
、
地
域
住
民
が
自

ら
楽
し
む
街
づ
く
り
や
行

事
、
し
か
も
風
土
・
地
域
に

根
差
し
た
文
化
、
地
域
の
伝

統
に
対
し
て
誇
り
を
感
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
を
支
え
る

大
切
な
一
員
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
、
住
民
の
一
体
感
を

共
有
す
る
こ
と
が
大
事
と
な

る
。
こ
の
意
味
で
、
Ａ
Ａ
Ｃ

Ａ
の
活
動
に
お
い
て
、
園
浦

氏
が
提
案
し
た
ア
イ
テ
ム
が

「
提
灯
」
で
あ
っ
た
。

「
浅
草
の
提
灯
、
江
戸
火

消
し
の
提
灯
、
テ
レ
ビ
で
よ

く
見
る
岡
っ
引
き
の
提
灯
、

飲
み
屋
の
提
灯
な
ど
。
提
灯

は
い
つ
の
時
代
も
何
故
か
消

え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
シ
ン

ボ
ル
で
あ
っ
た
り
、
サ
イ
ン

で
あ
っ
た
り
、
道
行
く
人
の

街
灯
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
役

割
は
場
所
や
使
う
人
に
よ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
提
灯
に
は
そ
の
美
し

い
姿
に
実
用
性
が
備
わ
っ
て

い
る
か
ら
と
、
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
フ
ォ
ル
ム
と
様
々

な
色
、
書
か
れ
て
い
る
文
字

や
模
様
は
、
人
々
を
ほ
っ
と

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
本
来

の
役
割
を
全
う
す
る
こ
と
も

提
灯
が
現
在
ま
で
廃
れ
る
こ

と
な
く
愛
さ
れ
て
き
た
理
由

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
提

灯
を
実
用
的
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
と
位
置
付
け
た
い
と
、

園
浦
氏
は
述
べ
て
い
る
。
身

近
な
ア
イ
テ
ム
を
掘
り
起
し

守
ろ
う
と
す
る
気
概
が
感
じ

ら
れ
る
。

▼
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
再
考

現
時
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
は
、
さ
ら
に
状
況
が
悪
化

い
う
雰
囲
気
が
あ
り
、
掃
除

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
寄
付
が
盛
ん

な
国
情
や
、
交
通
違
反
の
罰

則
に
市
街
掃
除
を
課
せ
ら
れ

る
な
ど
、
個
人
と
市
街
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
）
に
一
体
感
を
も

つ
。
一
方
、
六
本
木
で
は
、

開
発
施
主
、
建
築
家
、
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト

な
ど
が
主
体
的
と
な
っ
て
開

発
計
画
さ
れ
て
話
題
づ
く
り

が
行
わ
れ
、
特
徴
的
な
パ
ブ

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
が
誕
生
し
て

い
る
。
都
市
に
新
し
い
生
命

を
吹
き
込
む
都
市
と
ア
ー
ト

の
関
係
が
始
ま
っ
た
と
い
え

る
。
こ
う
し
て
身
近
な
パ
ブ

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
が
、
国
民
や

市
民
の
ア
ー
ト
感
覚
を
変
え

る
状
況
に
あ
る
。
同
氏
は
、

そ
ん
な
「
身
近
さ
」
を
大
切

に
し
て
い
る
。

▼
ア
ー
ト
の
展
示
機
会
を

　
つ
く
る

ア
ー
ト
の
普
及
の
た
め
園

浦
氏
は
、「
い
り
や
画
廊
」

の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と

し
て
、
若
手
作
家
の
支
援
に

努
め
て
い
る
。
最
近
の
９
月

４
日
ま
で
の
展
示
は
、
自
社

画
廊
が
主
催
し
た
若
手
作
家

支
援
事
業
と
し
て
の
「
い
り

や
Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
Ｕ
」
で
の
大

賞
受
賞
者
作
品
展
で
あ
っ

た
。
女
子
美
大
大
学
院
を
修

了
し
た
ば
か
り
飯
島
祐
奈
氏

の
石
の
彫
刻
展
で
あ
る
。
大

理
石
や
砂
岩
や
御
影
石
の
彫

刻
作
品
が
展
覧
さ
れ
た
。

力
作
を
展
示
し
、
作
家
の

認
知
ば
か
り
で
な
く
石
材
ア

ー
ト
の
新
風
に
つ
い
て
周
知

す
る
機
会
と
な
っ
た
。
筆
者

は
、
い
り
や
画
廊
と
園
浦
氏

の
事
業
目
標
に
賛
同
し
、
作

家
と
作
品
の
普
及
を
広
め
た

い
と
、
あ
る
構
想
を
思
い
つ

い
た
次
第
で
あ
る
。
パ
ブ
リ

ッ
ク
ア
ー
ト
と
し
て
世
間
の

眼
目
や
心
情
の
中
に
「
ア
ー

ト
」
が
空
気
感
と
な
る
こ
と

を
、
と
も
に
望
み
た
い
。

若
手
作
家
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
熟
年
の
作
家
も
、
経
費

の
面
で
作
品
展
示
や
普
及
に

は
苦
労
す
る
。
い
り
や
画
廊

は
、
小
規
模
の
１
週
間
単
位
の

展
示
の
場
と
し
て
人
気
と
な

っ
て
お
り
、
向
こ
う
２
年
間
の

展
示
予
約
が
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
東
京
＆
江
戸
ゆ
か
り
の

作
品
展
示
か
ら
コ
ン
テ
ン
ポ

lleryiriya.com/

【
註
２
】(

株)

ビ
ー
フ
ァ
ク

ト
リ
ー

https://www.befactory.

net/

【
註
３
】
『
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
再
考
』

http://www.aacajp.com/
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t
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本
連
載
の
前
回
（
２
０
２

１
年
８
月
30
日
発
行
・
第
１

９
３
号
・
10
ペ
ー
ジ
掲
載
）

本
文
中
に
、
以
下
の
よ
う
に

記
載
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
第
３
段
23
行
目

：

　

【
誤
】
室
町
時
代
→

　【
正
】
鎌
倉
時
代

◆
第
６
段
３
行
目

：

　

【
誤
】
祖
父
に
よ
り
→

【
正
】
24
世
宗
家
に
よ
り

◆
第
７
段
42
行
目
＆
第
８
段

３
行
目

：

　

【
誤
】
福
太
郎
→

　【
正
】
富
太
郎

本
件
で
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
、
善
竹
十
郎
氏
お
よ
び

関
係
各
位
様
に
お
詫
び
し
訂

正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

いりや画廊の展示物とともに

園浦氏自身の作品

いりや画廊／エントランス前にて

若手作家・飯島祐奈氏と作品

術
系
制
作
会
社
と

し
て
銘
打
っ
て
い

る
【
註
２
】。
こ

の
精
神
は
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
い

り
や
画
廊
の
ア
ー

ト
展
開
に
も
活
か

さ
れ
て
お
り
、
ア

ー
ト
を
よ
り
身
近

に
す
る
試
み
、
す

な
わ
ち
挑
戦
を
行

っ
て
い
る
。

筆
者
は
、
園
浦

氏
に
千
葉
大
学
の

し
た
が
、
ア
ー
ト

は
、
既
述
し
た
よ

う
に
景
気
に
左
右

さ
れ
る
。
ア
ー
ト

に
対
す
る
親
和
性

は
、
国
民
や
国
情

に
左
右
さ
れ
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
の
重
要
性
が
叫

ば
れ
る
。
Ａ
Ａ
Ｃ

Ａ
の
活
動
に
お
い

て
も
調
査
研
究
委

員
会
で
は
『
パ
ブ

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
再


